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トピックス1　広範囲なエイズウイルスに対して強力な活性を持つ抗体の発見
　エイズウイルスは変異が非常に多様で速いことから、共通に有効なワクチンが開発されていない。米国
の研究グループは、世界の多くの地域から収集したエイズ感染者の血清を検索し、広範囲のエイズウイル
スに有効で活性の高い抗体を採取して反応と特異性を解析した。その結果、アフリカ系感染者から分離し
た 2種類の抗体が、非常に幅広いグループの多くのエイズウイルスを強力に不活性化することと、エイズウ
イルスの感染に重要なスパイク構造を形成する糖タンパク質 gp120の一部に結合することを明らかにした。
今回の成果は、このようなタンパク質構造を生体投与した場合、多くのエイズウイルスに対して同様に強力
な抗体を誘導できる可能性を示しており、今後、ワクチンをデザインする上で重要な知見と考えられる。
　エイズはかつて致死的な病であったが、現在では病
態のコントロールがかなり可能となっている。しかしな
がらいずれも根治療法ではないため、やはり感染予防
が重要であり、ワクチンの開発が強く望まれるところで
ある。しかし今日まで共通に有効なエイズワクチンは
開発されていない。その最も大きな理由はエイズウイル
スの変異の多さと速さである。ワクチンの作製のため
には容易には変異しない保存されたウイルスタンパク質
が必要であり、かつそれが抗体等の免疫応答を効率
的に誘導することが重要である。
　米国スクリップス研究所、国際エイズワクチン・イニ
シアティブのデザイン研究所など 34 名からなる研究グ
ループは、従来に比べて、広範囲なエイズウイルスに
有効で、しかも活性の高い抗体を採取し、その反応
特異性を解析した 1）。この知見は広範囲のエイズウイ
ルスに対して有効なワクチンのデザインに貢献できると
期待される。
　研究グル プーは、アフリカ・アジア・欧州・北米など
の1800人のエイズウイルス感染者から採取した血清か
ら、幅広いエイズウイルスへの中和（不活化）活性を示
す抗体をスクリーニングして、強活性の抗体を持つド
ナーを絞り込んだ。その中からサハラ砂漠以南のアフ
リカ系の1 名を選択し、このドナーの活性化した B 細
胞を用いて 3000 に及ぶモノクローナル抗体を作成し
た。これらから、エイズウイルスの表面糖タンパク質
gp120 への結合力と中和活性の強い、PG9 および
PG16 と呼ぶ 2 種類のモノクローナル抗体を分離した。
このモノクローナル抗体は幅広いグル プーに属する162
種のエイズウイルスに対して、PG9 は 127 種、PG16 は
119 種を中和した。しかも活性はこれまで知られてい
る抗体に比べ一桁以上高く、有効な範囲および強さで
明らかに優れたものであった。
　また認識配列が明確な既存の抗体との拮抗実験や
gp120 の種々の変異体との結合試験から、PG9 およ
び PG16 のターゲットとするエピトープ（抗原決定基）
は、エイズウイルス表層糖タンパクgp120 の 3 量体に
形成されるV2 とV3 ル プーの保存領域であることが示
された。gp120 は通常 3 量体で存在し、感染の際に
重要な役割を担うスパイク様構造体を形成する。従来
のモノクローナル抗体はgp120 の単量体を認識するが、
PG9 および PG16 は、単量体への結合は弱く、この 3
量体に強く結合することが特徴となっている。
　今回の報告のように幅広いエイズウイルスを不活性
化できる抗体の発見は、それが認識する保存されたエ
ピトープを持つ抗原の同定を可能にすると同時に、そ
のような抗体の存在は、同定された抗原が、実際に生
体内で幅広いエイズウイルスを中和する抗体を誘導す
ることができるという可能性を示している。今回の成
果は、見出された抗原構造をもとにしたワクチンデザイ
ンの端緒となる可能性があり、より有効なエイズワクチ
ン開発への期待が持たれる。
（専門調査員の投稿を基に作成）
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